
別紙１ 

「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について」（平成15年10月10日付け健水発第1010001号厚生

労働省健康局水道課長通知）新旧対照表 

（下線の部分は改正部分） 

改正後（新） 改正前（旧） 

別添４ 

水質管理目標設定項目の検査方法 

（略） 

別添４ 

水質管理目標設定項目の検査方法 

（略） 

目標１～14 （略） 目標１～14 （略） 

目標 15 農薬類 

（中略） 

表１ 農薬類検査方法一覧 

農薬名 検査方法 別添方法 

（中略） （中略） （中略） 

イプフェンカルバゾン ＬＣ―ＭＳ法 別添方法20の２ 

イプロジオン 注12） 固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

固相抽出―ＨＰＬＣ法：参考 注13） 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法：参考 注

13） 

別添方法５ 

別添方法９ 

別添方法18 

（中略） （中略） （中略） 

オリサストロビン 注

４） 

固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法５の２ 

別添方法20の２ 

（中略） （中略） （中略） 

目標 15 農薬類 

（中略） 

表１ 農薬類検査方法一覧 

農薬名 検査方法 別添方法 

（中略） （中略） （中略） 

新設 

イプロジオン 固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

固相抽出―ＨＰＬＣ法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法５ 

別添方法９ 

別添方法18 

（中略） （中略） （中略） 

オリサストロビン 固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法５の２ 

別添方法20の２ 

（中略） （中略） （中略） 



カルタップ 注５） ＬＣ―ＭＳ法 別添方法20の２ 

カルバリル（ＮＡＣ） 固相抽出―ＨＰＬＣ法：参考 

ＨＰＬＣ―ポストカラム法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法10 

別添方法14 

別添方法18 

別添方法20の２ 

（中略） （中略） （中略） 

グリホサート 注６） 誘導体化―ＨＰＬＣ法 

ＨＰＬＣ―ポストカラム法 

誘導体化―固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法12 

別添方法15 

別添方法22 

（中略） （中略） （中略） 

クロルニトロフェン

（ＣＮＰ） 注７） 

固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法：参考 別添方法５ 

（中略） （中略） （中略） 

ジチオカルバメート系

農薬 注８） 

ＨＳ―ＧＣ―ＭＳ法：参考 別添方法24 

（中略） （中略） （中略） 

ダゾメット、メタム（カ

ーバム）及びメチルイ

ソチオシアネート 注

９） 

ＰＴ―ＧＣ―ＭＳ法 別添方法23 

（中略） （中略） （中略） 

フェンチオン（ＭＰＰ） 

注10） 

固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法５ 

別添方法18 

別添方法20の２ 

カルタップ 注４） ＬＣ―ＭＳ法 別添方法20の２ 

カルバリル（ＮＡＣ） 固相抽出―ＨＰＬＣ法 

ＨＰＬＣ―ポストカラム法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法10 

別添方法14 

別添方法18 

別添方法20の２ 

（中略） （中略） （中略） 

グリホサート 注５） 誘導体化―ＨＰＬＣ法 

ＨＰＬＣ―ポストカラム法 

誘導体化―固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法12 

別添方法15 

別添方法22 

（中略） （中略） （中略） 

クロルニトロフェン

（ＣＮＰ） 注６） 

固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法：参考 別添方法５ 

（中略） （中略） （中略） 

ジチオカルバメート系

農薬 注７） 

ＨＳ―ＧＣ―ＭＳ法：参考 別添方法24 

（中略） （中略） （中略） 

ダゾメット、メタム（カ

ーバム）及びメチルイ

ソチオシアネート 注

８） 

ＰＴ―ＧＣ―ＭＳ法 別添方法23 

（中略） （中略） （中略） 

フェンチオン（ＭＰＰ） 

注９） 

固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法５ 

別添方法18 

別添方法20の２ 



 

 

（中略） （中略） （中略） 

ベノミル 注11） 固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法18 

別添方法20の２ 

（中略） （中略） （中略） 

注１）～注３） （略） 

注４）オリサストロビンの濃度は、代謝物である(5Z)-オリサストロビンの濃度も測定し、

原体の濃度と(5Z)-オリサストロビンの濃度を原体に換算した濃度を合計して算出

すること。 

注５）カルタップの濃度は、ネライストキシンとして測定し、カルタップに換算して算

出すること。 

注６）グリホサートの濃度は、代謝物であるアミノメチルリン酸（ＡＭＰＡ）も測定し、

原体の濃度とアミノメチルリン酸（ＡＭＰＡ）の濃度を原体に換算した濃度を合計

して算出すること。 

注７）クロルニトロフェン(ＣＮＰ)の濃度は、アミノ体の濃度も測定し、原体の濃度と

アミノ体の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。 

注８）ジチオカルバメート系農薬の濃度は、ジネブ、ジラム、チウラム、プロピネブ、

ポリカーバメート、マンゼブ（マンコゼブ）及びマンネブの濃度を二硫化炭素に換

算して合計して算出すること。 

注９）ダゾメット、メタム（カーバム）及びメチルイソチオシアネートの濃度は、メチ

ルイソチオシアネートとして測定すること。 

注 10）フェンチオン（ＭＰＰ）の濃度は、酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰス

ルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホ

ンの濃度も測定し、フェンチオン（ＭＰＰ）の原体の濃度と、その酸化物それぞれ

の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。 

注 11）ベノミルの濃度は、メチル―２―ベンツイミダゾールカルバメート（ＭＢＣ）と

して測定し、ベノミルに換算して算出すること。 

注 12)イプロジオンの濃度は、代謝物であるＮ-(3,5-ジクロロフェニル)-3-イソプロピル

-2,4-ジオキソイミダゾリジン-1-カルボキサミドの濃度も測定し、原体の濃度と代謝

物の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。 

注 13）原体のみの測定に限った検査方法を記載。 

 

（中略） （中略） （中略） 

ベノミル 注10） 固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法 

別添方法18 

別添方法20の２ 

（中略） （中略） （中略） 

注１）～注３） （略） 

 

 

注４）カルタップの濃度は、ネライストキシンとして測定し、カルタップに換算して算

出すること。 

注５）グリホサートの濃度は、代謝物であるアミノメチルリン酸（ＡＭＰＡ）も測定し、

原体の濃度とアミノメチルリン酸（ＡＭＰＡ）の濃度を原体に換算した濃度を合計

して算出すること。 

注６）クロルニトロフェン(ＣＮＰ)の濃度は、アミノ体の濃度も測定し、原体の濃度と

アミノ体の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。 

注７）ジチオカルバメート系農薬の濃度は、ジネブ、ジラム、チウラム、プロピネブ、

ポリカーバメート、マンゼブ（マンコゼブ）及びマンネブの濃度を二硫化炭素に換

算して合計して算出すること。 

注８）ダゾメット、メタム（カーバム）及びメチルイソチオシアネートの濃度は、メチ

ルイソチオシアネートとして測定すること。 

注９）フェンチオン（ＭＰＰ）の濃度は、酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰス

ルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホ

ンの濃度も測定し、フェンチオン（ＭＰＰ）の原体の濃度と、その酸化物それぞれ

の濃度を原体に換算した濃度を合計して算出すること。 

注 10）ベノミルの濃度は、メチル―２―ベンツイミダゾールカルバメート（ＭＢＣ）と

して測定し、ベノミルに換算して算出すること。 

 



 

 

目標 16～30 （略） 目標 16～30 （略） 

別添方法１～４ （略）  別添方法１～４ （略） 

別添方法５  

 ここで対象とする農薬は、ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、イ

ソキサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラン

（ＩＰＴ）、イプロジオン、イプロベンホス（ＩＢＰ）、エスプロカルブ、エディ

フェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトフェンプロックス、エトリジアゾ

ール（エクロメゾール）、エンドスルファン（ベンゾエピン）、カフェンストロー

ル、キャプタン、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）、クロルピリホス、クロロタロニ

ル（ＴＰＮ）、クロロネブ、ジクロベニル（ＤＢＮ）、ジクロルボス（ＤＤＶＰ）、

ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シマジン（ＣＡＴ）、ジメタメ

トリン、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、ダイアジノン、チオベンカ

ルブ、テニルクロール、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリクロルホン（ＤＥＰ）、

トリフルラリン、トルクロホスメチル、ナプロパミド、ビフェノックス、ピペロホ

ス、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、ピロキロン、フ

ェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、フェンチオン（ＭＰＰ）、

フェントエート（ＰＡＰ）、フサライド、ブタミホス、ブプロフェジン、フルトラ

ニル、プレチラクロール、プロシミドン、プロピコナゾール、プロピザミド、ブロ

モブチド、ペンシクロン、ペンディメタリン、ベンフルラリン（ベスロジン）、マ

ラチオン（マラソン）、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイム

ロン、メフェナセット、メプロニル及びモリネートである。ただし、イプロジオン

は、代謝物であるＮ-(3,5-ジクロロフェニル)-3-イソプロピル-2,4-ジオキソイミ

ダゾリジン-1-カルボキサミドを、エンドスルファン(ベンゾエピン)はα―エンド

スルファン及びβ―エンドスルファンの異性体、代謝物であるエンドスルフェート

（ベンゾエピンスルフェート）を、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）は代謝物である

別添方法５  

 ここで対象とする農薬は、ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、イ

ソキサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラン

（ＩＰＴ）、イプロジオン、イプロベンホス（ＩＢＰ）、エスプロカルブ、エディ

フェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトフェンプロックス、エトリジアゾ

ール（エクロメゾール）、エンドスルファン（ベンゾエピン）、カフェンストロー

ル、キャプタン、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）、クロルピリホス、クロロタロニ

ル（ＴＰＮ）、クロロネブ、ジクロベニル（ＤＢＮ）、ジクロルボス（ＤＤＶＰ）、

ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シマジン（ＣＡＴ）、ジメタメ

トリン、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、ダイアジノン、チオベンカ

ルブ、テニルクロール、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリクロルホン（ＤＥＰ）、

トリフルラリン、トルクロホスメチル、ナプロパミド、ビフェノックス、ピペロホ

ス、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、ピロキロン、フ

ェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、フェンチオン（ＭＰＰ）、

フェントエート（ＰＡＰ）、フサライド、ブタミホス、ブプロフェジン、フルトラ

ニル、プレチラクロール、プロシミドン、プロピコナゾール、プロピザミド、ブロ

モブチド、ペンシクロン、ペンディメタリン、ベンフルラリン（ベスロジン）、マ

ラチオン（マラソン）、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイム

ロン、メフェナセット、メプロニル及びモリネートである。ただし、エンドスルフ

ァン(ベンゾエピン)はα―エンドスルファン及びβ―エンドスルファンの異性体、

代謝物であるエンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェート）を、クロルニトロ

フェン（ＣＮＰ）は代謝物であるＣＮＰ―アミノ体をそれぞれ測定する。また、プ

ロピコナゾールは２つのピークに分かれるので、それぞれ測定する。更に、ＥＰＮ、



 

 

ＣＮＰ―アミノ体をそれぞれ測定する。また、プロピコナゾールは２つのピークに

分かれるので、それぞれ測定する。更に、ＥＰＮ、イソキサチオン、イソフェンホ

ス、クロルピリホス、ダイアジノン、トルクロホスメチル、フェニトロチオン、ブ

タミホス及びマラチオン（マラソン）については、それぞれのオキソン体を測定す

る。また、フェンチオン（ＭＰＰ）については、その酸化物であるＭＰＰスルホキ

シド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰ

オキソンスルホンをそれぞれ測定する。 

１ 試 薬 

(1)～(8) （略） 

(9)農薬標準原液 

 ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、イソキサチオン、イソフ

ェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラン（ＩＰＴ）、イプ

ロジオン、Ｎ-(3,5-ジクロロフェニル)-3-イソプロピル-2,4-ジオキソイミダ

ゾリジン-1-カルボキサミド、イプロベンホス（ＩＢＰ）、エスプロカルブ、

エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトフェンプロックス、エ

トリジアゾール（エクロメゾール）、α―、β―エンドスルファン（ベンゾエ

ピン）、エンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェート）、カフェンストロ

ール、キャプタン、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）、クロルピリホス、クロロ

タロニル（ＴＰＮ）、クロロネブ、ジクロベニル（ＤＢＮ）、ジクロルボス（Ｄ

ＤＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シマジン（ＣＡ

Ｔ）、ジメタメトリン、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、ダイア

ジノン、チオベンカルブ、テニルクロール、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、ト

リフルラリン、トルクロホスメチル、ナプロパミド、ビフェノックス、ピペロ

ホス、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、ピロキロ

ン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、フェンチオ

イソキサチオン、イソフェンホス、クロルピリホス、ダイアジノン、トルクロホス

メチル、フェニトロチオン、ブタミホス及びマラチオン（マラソン）については、

それぞれのオキソン体を測定する。また、フェンチオン（ＭＰＰ）については、そ

の酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオ

キソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンをそれぞれ測定する。 

 

 

１ 試 薬 

 (1)～(8) （略） 

 (9)農薬標準原液 

 ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、イソキサチオン、イソフ

ェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラン（ＩＰＴ）、イプ

ロジオン、イプロベンホス（ＩＢＰ）、エスプロカルブ、エディフェンホス（エ

ジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトフェンプロックス、エトリジアゾール（エク

ロメゾール）、α―、β―エンドスルファン（ベンゾエピン）、エンドスルフ

ェート（ベンゾエピンスルフェート）、カフェンストロール、キャプタン、ク

ロルニトロフェン（ＣＮＰ）、クロルピリホス、クロロタロニル（ＴＰＮ）、

クロロネブ、ジクロベニル（ＤＢＮ）、ジクロルボス（ＤＤＶＰ）、ジスルホ

トン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シマジン（ＣＡＴ）、ジメタメトリ

ン、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、ダイアジノン、チオベンカ

ルブ、テニルクロール、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリフルラリン、トル

クロホスメチル、ナプロパミド、ビフェノックス、ピペロホス、ピリダフェン

チオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、ピロキロン、フェニトロチオ

ン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、フェンチオン（ＭＰＰ）、フェ

ントエート（ＰＡＰ）、フサライド、ブタミホス、ブプロフェジン、フルトラ



 

 

ン（ＭＰＰ）、フェントエート（ＰＡＰ）、フサライド、ブタミホス、ブプロ

フェジン、フルトラニル、プレチラクロール、プロピザミド、ブロモブチド、

ペンシクロン、ペンディメタリン、ベンフルラリン（ベスロジン）、マラチオ

ン（マラソン）、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイムロ

ン、メフェナセット、メプロニル、モリネート、イソフェンホスオキソン、ダ

イアジノンオキソン、トルクロホスメチルオキソン、フェニトロチオンオキソ

ン、ＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソン

スルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンはそれぞれ10mg、ＥＰＮオキソン、

イソキサチオンオキソン、ＣＮＰ―アミノ体、クロルピリホスオキソン、トリ

クロルホン（ＤＥＰ）、ブタミホスオキソン、プロシミドン、プロピコナゾー

ル及びマラオキソンはそれぞれ100mgを別々のメスフラスコに採り、それぞれ

をジクロロメタンに溶かして100mlとしたもの 

 これらの溶液１ml は、ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、

イソキサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチ

オラン（ＩＰＴ）、イプロジオン、Ｎ-(3,5-ジクロロフェニル)-3-イソプロピ

ル-2,4-ジオキソイミダゾリジン-1-カルボキサミド、イプロベンホス（ＩＢ

Ｐ）、エスプロカルブ、エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エ

トフェンプロックス、エトリジアゾール（エクロメゾール）、α―、β―エン

ドスルファン（ベンゾエピン）、エンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェ

ート）、カフェンストロール、キャプタン、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）、

クロルピリホス、クロロタロニル（ＴＰＮ）、クロロネブ、ジクロベニル（Ｄ

ＢＮ）、ジクロルボス（ＤＤＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジ

チオピル、シマジン（ＣＡＴ）、ジメタメトリン、ジメトエート、シメトリン、

ジメピペレート、ダイアジノン、チオベンカルブ、テニルクロール、テルブカ

ルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリフルラリン、トルクロホスメチル、ナプロパミド、

ニル、プレチラクロール、プロピザミド、ブロモブチド、ペンシクロン、ペン

ディメタリン、ベンフルラリン（ベスロジン）、マラチオン（マラソン）、メ

タラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイムロン、メフェナセット、

メプロニル、モリネート、イソフェンホスオキソン、ダイアジノンオキソン、

トルクロホスメチルオキソン、フェニトロチオンオキソン、ＭＰＰスルホキシ

ド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰ

Ｐオキソンスルホンはそれぞれ 10mg、ＥＰＮオキソン、イソキサチオンオキ

ソン、ＣＮＰ―アミノ体、クロルピリホスオキソン、トリクロルホン（ＤＥＰ）、

ブタミホスオキソン、プロシミドン、プロピコナゾール及びマラオキソンはそ

れぞれ100mgを別々のメスフラスコに採り、それぞれをジクロロメタンに溶か

して100mlとしたもの 

 

 これらの溶液１ml は、ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、

イソキサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチ

オラン（ＩＰＴ）、イプロジオン、イプロベンホス（ＩＢＰ）、エスプロカル

ブ、エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトフェンプロックス、

エトリジアゾール（エクロメゾール）、α―、β―エンドスルファン（ベンゾ

エピン）、エンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェート）、カフェンスト

ロール、キャプタン、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）、クロルピリホス、クロ

ロタロニル（ＴＰＮ）、クロロネブ、ジクロベニル（ＤＢＮ）、ジクロルボス

（ＤＤＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シマジン（Ｃ

ＡＴ）、ジメタメトリン、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、ダイ

アジノン、チオベンカルブ、テニルクロール、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、

トリフルラリン、トルクロホスメチル、ナプロパミド、ビフェノックス、ピペ

ロホス、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、ピロキ



 

 

ビフェノックス、ピペロホス、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプ

ロキシフェン、ピロキロン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（Ｂ

ＰＭＣ）、フェンチオン（ＭＰＰ）、フェントエート（ＰＡＰ）、フサライド、

ブタミホス、ブプロフェジン、フルトラニル、プレチラクロール、プロピザミ

ド、ブロモブチド、ペンシクロン、ペンディメタリン、ベンフルラリン（ベス

ロジン）、マラチオン（マラソン）、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、

メチルダイムロン、メフェナセット、メプロニル、モリネート、イソフェンホ

スオキソン、ダイアジノンオキソン、トルクロホスメチルオキソン、フェニト

ロチオンオキソン、ＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、

ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンをそれぞれ0.1mg、

ＥＰＮオキソン、イソキサチオンオキソン、ＣＮＰ―アミノ体、クロルピリホ

スオキソン、トリクロルホン（ＤＥＰ）、ブタミホスオキソン、プロシミドン、

プロピコナゾール及びマラオキソンをそれぞれ１mg含む。 

 これらの溶液は、冷凍保存する。 

 (10) 農薬混合標準液 

 それぞれの農薬標準原液の等量ずつをメスフラスコに採り、ジクロロメタン

で100倍に薄めたもの 

 この溶液１ml は、ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、イソ

キサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラ

ン（ＩＰＴ）、イプロジオン、Ｎ-(3,5-ジクロロフェニル)-3-イソプロピル-2,4-

ジオキソイミダゾリジン-1-カルボキサミド、イプロベンホス（ＩＢＰ）、エ

スプロカルブ、エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトフェン

プロックス、エトリジアゾール（エクロメゾール）、α―、β―エンドスルフ

ァン（ベンゾエピン）、エンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェート）、

カフェンストロール、キャプタン、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）、クロルピ

ロン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、フェンチ

オン（ＭＰＰ）、フェントエート（ＰＡＰ）、フサライド、ブタミホス、ブプ

ロフェジン、フルトラニル、プレチラクロール、プロピザミド、ブロモブチド、

ペンシクロン、ペンディメタリン、ベンフルラリン（ベスロジン）、マラチオ

ン（マラソン）、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイムロ

ン、メフェナセット、メプロニル、モリネート、イソフェンホスオキソン、ダ

イアジノンオキソン、トルクロホスメチルオキソン、フェニトロチオンオキソ

ン、ＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソン

スルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンをそれぞれ 0.1mg、ＥＰＮオキソ

ン、イソキサチオンオキソン、ＣＮＰ―アミノ体、クロルピリホスオキソン、

トリクロルホン（ＤＥＰ）、ブタミホスオキソン、プロシミドン、プロピコナ

ゾール及びマラオキソンをそれぞれ１mg含む。 

 これらの溶液は、冷凍保存する。 

 (10) 農薬混合標準液 

 それぞれの農薬標準原液の等量ずつをメスフラスコに採り、ジクロロメタン

で100倍に薄めたもの 

 この溶液１ml は、ＥＰＮ、アトラジン、アニロホス、アラクロール、イソ

キサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラ

ン（ＩＰＴ）、イプロジオン、イプロベンホス（ＩＢＰ）、エスプロカルブ、

エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトフェンプロックス、エ

トリジアゾール（エクロメゾール）、α―、β―エンドスルファン（ベンゾエ

ピン）、エンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェート）、カフェンストロ

ール、キャプタン、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）、クロルピリホス、クロロ

タロニル（ＴＰＮ）、クロロネブ、ジクロベニル（ＤＢＮ）、ジクロルボス（Ｄ

ＤＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シマジン（ＣＡ



 

 

リホス、クロロタロニル（ＴＰＮ）、クロロネブ、ジクロベニル（ＤＢＮ）、

ジクロルボス（ＤＤＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、

シマジン（ＣＡＴ）、ジメタメトリン、ジメトエート、シメトリン、ジメピペ

レート、ダイアジノン、チオベンカルブ、テニルクロール、テルブカルブ（Ｍ

ＢＰＭＣ）、トリフルラリン、トルクロホスメチル、ナプロパミド、ビフェノ

ックス、ピペロホス、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフ

ェン、ピロキロン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、

フェンチオン（ＭＰＰ）、フェントエート（ＰＡＰ）、フサライド、ブタミホ

ス、ブプロフェジン、フルトラニル、プレチラクロール、プロピザミド、ブロ

モブチド、ペンシクロン、ペンディメタリン、ベンフルラリン（ベスロジン）、

マラチオン（マラソン）、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチル

ダイムロン、メフェナセット、メプロニル、モリネート、イソフェンホスオキ

ソン、ダイアジノンオキソン、トルクロホスメチルオキソン、フェニトロチオ

ンオキソン、ＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰ

オキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンをそれぞれ0.001mg、ＥＰ

Ｎオキソン、イソキサチオンオキソン、ＣＮＰ―アミノ体、クロルピリホスオ

キソン、トリクロルホン（ＤＥＰ）、ブタミホスオキソン、プロシミドン、プ

ロピコナゾール及びマラオキソンをそれぞれ0.01mg含む。 

 この溶液は、使用の都度調製する。 

２～３ （略） 

４ 試験操作 

 (1) （略） 

(2) 分 析 

上記(1)で得られた試験溶液の一定量をガスクロマトグラフ―質量分析計に

注入し、表１に示すそれぞれの農薬と内部標準物質とのフラグメントイオンの

Ｔ）、ジメタメトリン、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、ダイア

ジノン、チオベンカルブ、テニルクロール、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、ト

リフルラリン、トルクロホスメチル、ナプロパミド、ビフェノックス、ピペロ

ホス、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、ピロキロ

ン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、フェンチオ

ン（ＭＰＰ）、フェントエート（ＰＡＰ）、フサライド、ブタミホス、ブプロ

フェジン、フルトラニル、プレチラクロール、プロピザミド、ブロモブチド、

ペンシクロン、ペンディメタリン、ベンフルラリン（ベスロジン）、マラチオ

ン（マラソン）、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイムロ

ン、メフェナセット、メプロニル、モリネート、イソフェンホスオキソン、ダ

イアジノンオキソン、トルクロホスメチルオキソン、フェニトロチオンオキソ

ン、ＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソン

スルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンをそれぞれ0.001mg、ＥＰＮオキソ

ン、イソキサチオンオキソン、ＣＮＰ―アミノ体、クロルピリホスオキソン、

トリクロルホン（ＤＥＰ）、ブタミホスオキソン、プロシミドン、プロピコナ

ゾール及びマラオキソンをそれぞれ0.01mg含む。 

 この溶液は、使用の都度調製する。 

 

 

２～３ （略） 

４ 試験操作 

 (1) （略） 

(2) 分 析 

上記(1)で得られた試験溶液の一定量をガスクロマトグラフ―質量分析計に

注入し、表１に示すそれぞれの農薬と内部標準物質とのフラグメントイオンの



 

 

ピーク高さ又はピーク面積の比を求め、下記５により作成した検量線から試験

溶液中のそれぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定

する。 

 ただし、イプロジオンは、代謝物であるＮ-(3,5-ジクロロフェニル)-3-イソ

プロピル-2,4-ジオキソイミダゾリジン-1-カルボキサミドの濃度も測定し、原

体の濃度と代謝物の濃度を原体に換算した濃度を合計して算定する。エンドス

ルファン（ベンゾエピン）は、異性体であるα―エンドスルファン、β―エン

ドスルファン及び代謝物であるエンドスルフェート（ベンゾエピンスルフェー

ト）のそれぞれの濃度を合計してエンドスルファンとしての濃度を、クロルニ

トロフェン（ＣＮＰ）は、代謝物であるＣＮＰ―アミノ体の濃度を合計してク

ロルニトロフェンとしての濃度を算定する。また、プロピコナゾールは、２つ

のピークに分かれるので、それぞれのピーク高さ又はピーク面積の合計値から

プロピコナゾールとしての濃度を算定する。更に、ＥＰＮ、イソキサチオン、

イソフェンホス、クロルピリホス、ダイアジノン、トルクロホスメチル、フェ

ニトロチオン、ブタミホス及びマラチオン（マラソン）については、当該オキ

ソン体の濃度を原体に換算し、その濃度を合計してそれぞれの濃度を算定す

る。また、フェンチオン（ＭＰＰ）については、その酸化物であるＭＰＰスル

ホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及

びＭＰＰオキソンスルホンのそれぞれの濃度を原体に換算し、それらの濃度と

原体濃度とを合計してフェンチオン（ＭＰＰ）としての濃度を算定する。 

表１ 各農薬の濃度範囲及びフラグメントイオン 

農   薬   名 濃度範囲（mg／Ｌ） 

フラグメントイオン

（ｍ／ｚ） 

（イオン強度順） 

ピーク高さ又はピーク面積の比を求め、下記５により作成した検量線から試験

溶液中のそれぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定

する。 

 ただし、エンドスルファン（ベンゾエピン）は、異性体であるα―エンドス

ルファン、β―エンドスルファン及び代謝物であるエンドスルフェート（ベン

ゾエピンスルフェート）のそれぞれの濃度を合計してエンドスルファンとして

の濃度を、クロルニトロフェン（ＣＮＰ）は、代謝物であるＣＮＰ―アミノ体

の濃度を合計してクロルニトロフェンとしての濃度を算定する。また、プロピ

コナゾールは、２つのピークに分かれるので、それぞれのピーク高さ又はピー

ク面積の合計値からプロピコナゾールとしての濃度を算定する。更に、ＥＰＮ、

イソキサチオン、イソフェンホス、クロルピリホス、ダイアジノン、トルクロ

ホスメチル、フェニトロチオン、ブタミホス及びマラチオン（マラソン）につ

いては、当該オキソン体の濃度を原体に換算し、その濃度を合計してそれぞれ

の濃度を算定する。また、フェンチオン（ＭＰＰ）については、その酸化物で

あるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソン

スルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンのそれぞれの濃度を原体に換算し、

それらの濃度と原体濃度とを合計してフェンチオン（ＭＰＰ）としての濃度を

算定する。 

 

 

表１ 各農薬の濃度範囲及びフラグメントイオン 

農   薬   名 濃度範囲（mg／Ｌ） 

フラグメントイオン

（ｍ／ｚ） 

（イオン強度順） 



 

 

（中略） （中略） （中略） 

イプロジオン 

Ｎ-(3,5-ジクロロフェニ

ル)-3-イソプロピル-2,4-

ジオキソイミダゾリジン

-1-カルボキサミド 

314、316、187 

187、329、331 

イプロジオン 

Ｎ-(3,5-ジクロロフェ

ニル)-3-イソプロピル

-2,4-ジオキソイミダゾ

リジン-1-カルボキサミ

ド 

（中略） （中略） （中略） 

 ※印は内部標準物質である。 

５ （略） 

（中略） （中略） （中略） 

イプロジオン 

 

 

 

 

 

314、316、187 

 

イプロジオン 

 

（中略） （中略） （中略） 

 ※印は内部標準物質である。 

５ （略） 

別添方法５の２ 固相抽出―ガスクロマトグラフ―質量分析計による一斉分析法 

 ここで対象とする農薬は、アセタミプリド、アメトリン、インダノファン、ウ

ニコナゾールＰ、エトベンザニド、オリサストロビン、カズサホス、キノクラミ

ン（ＡＣＮ）、クミルロン、クロルタールジメチル（ＴＣＴＰ）、クロルピリホ

スメチル、シアナジン、シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジクロフェンチオン（ＥＣＰ）、

シハロホップブチル、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、シプロジニル、

シメコナゾール、ジメチルビンホス、シンメチリン、チアクロプリド、チアメト

キサム、チフルザミド、テトラクロルビンホス（ＣＶＭＰ）、テトラコナゾール、

テブコナゾール、トリフルミゾール、パクロブトラゾール、ピラクロホス、ピラ

ゾキシフェン、ピリミノバックメチル、ピリミホスメチル、ブタクロール、フラ

メトピル、プロパニル（ＤＣＰＡ）、プロパホス、プロポキスル（ＰＨＣ）、ブ

ロマシル、プロメトリン、ベンフレセート、ホサロン、ボスカリド、ホスチアゼ

ート、メトミノストロビン、メトラクロール及びメトリブジンである。ただし、

ジメチルビンホス及びピリミノバックメチルは、Ｅ体とＺ体をそれぞれ測定する。

別添方法５の２ 固相抽出―ガスクロマトグラフ―質量分析計による一斉分析法 

 ここで対象とする農薬は、アセタミプリド、アメトリン、インダノファン、ウ

ニコナゾールＰ、エトベンザニド、オリサストロビン、カズサホス、キノクラミ

ン（ＡＣＮ）、クミルロン、クロルタールジメチル（ＴＣＴＰ）、クロルピリホ

スメチル、シアナジン、シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジクロフェンチオン（ＥＣＰ）、

シハロホップブチル、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、シプロジニル、

シメコナゾール、ジメチルビンホス、シンメチリン、チアクロプリド、チアメト

キサム、チフルザミド、テトラクロルビンホス（ＣＶＭＰ）、テトラコナゾール、

テブコナゾール、トリフルミゾール、パクロブトラゾール、ピラクロホス、ピラ

ゾキシフェン、ピリミノバックメチル、ピリミホスメチル、ブタクロール、フラ

メトピル、プロパニル（ＤＣＰＡ）、プロパホス、プロポキスル（ＰＨＣ）、ブ

ロマシル、プロメトリン、ベンフレセート、ホサロン、ボスカリド、ホスチアゼ

ート、メトミノストロビン、メトラクロール及びメトリブジンである。ただし、

ジメチルビンホス及びピリミノバックメチルは、Ｅ体とＺ体をそれぞれ測定する。



 

 

なお、メトミノストロビンは、Ｅ体のみを、オリサストロビンは代謝物である(５

Ｚ)-オリサストロビンも測定の対象とする。 

１ 試 薬 

(1)～(8) （略） 

(9)農薬標準原液 

  アセタミプリド、アメトリン、インダノファン、ウニコナゾールＰ、エトベ

ンザニド、オリサストロビン、(５Ｚ)-オリサストロビン、カズサホス、キノクラ

ミン（ＡＣＮ）、クミルロン、クロルタールジメチル（ＴＣＴＰ）、クロルピリ

ホスメチル、シアナジン、シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジクロフェンチオン（ＥＣ

Ｐ）、シハロホップブチル、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、シプロジ

ニル、シメコナゾール、（Ｅ）―ジメチルビンホス、（Ｚ）―ジメチルビンホス、

シンメチリン、チアクロプリド、チアメトキサム、チフルザミド、テトラクロル

ビンホス（ＣＶＭＰ）、テトラコナゾール、テブコナゾール、トリフルミゾール、

パクロブトラゾール、ピラクロホス、ピラゾキシフェン、（Ｅ）―ピリミノバッ

クメチル、（Ｚ）―ピリミノバックメチル、ピリミホスメチル、ブタクロール、

フラメトピル、プロパニル（ＤＣＰＡ）、プロパホス、プロポキスル（ＰＨＣ）、

ブロマシル、プロメトリン、ベンフレセート、ホサロン、ボスカリド、ホスチア

ゼート、メトミノストロビン、メトラクロール及びメトリブジンのそれぞれ 10mg

を別々のメスフラスコに採り、ジクロロメタンに溶かして 100ml としたもの 

 これらの溶液１ml は、それぞれの農薬を 0.1mg 含む。 

 これらの溶液は、冷凍保存する。 

 （10） （略） 

２～３ （略） 

４ 試験操作 

 (1) （略） 

なお、メトミノストロビンは、Ｅ体のみを対象とする。 

 

１ 試 薬 

(1)～(8) （略） 

(9)農薬標準原液 

  アセタミプリド、アメトリン、インダノファン、ウニコナゾールＰ、エトベ

ンザニド、オリサストロビン、カズサホス、キノクラミン（ＡＣＮ）、クミルロ

ン、クロルタールジメチル（ＴＣＴＰ）、クロルピリホスメチル、シアナジン、

シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジクロフェンチオン（ＥＣＰ）、シハロホップブチル、

ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、シプロジニル、シメコナゾール、（Ｅ）

―ジメチルビンホス、（Ｚ）―ジメチルビンホス、シンメチリン、チアクロプリ

ド、チアメトキサム、チフルザミド、テトラクロルビンホス（ＣＶＭＰ）、テト

ラコナゾール、テブコナゾール、トリフルミゾール、パクロブトラゾール、ピラ

クロホス、ピラゾキシフェン、（Ｅ）―ピリミノバックメチル、（Ｚ）―ピリミ

ノバックメチル、ピリミホスメチル、ブタクロール、フラメトピル、プロパニル

（ＤＣＰＡ）、プロパホス、プロポキスル（ＰＨＣ）、ブロマシル、プロメトリ

ン、ベンフレセート、ホサロン、ボスカリド、ホスチアゼート、メトミノストロ

ビン、メトラクロール及びメトリブジンのそれぞれ 10mg を別々のメスフラスコに

採り、ジクロロメタンに溶かして 100ml としたもの 

 これらの溶液１ml は、それぞれの農薬を 0.1mg 含む。 

 これらの溶液は、冷凍保存する。 

（10） （略） 

２～３ （略） 

４ 試験操作 

 (1) （略） 



 

 

(2) 分 析 

 上記(1)で得られた試験溶液の一定量をガスクロマトグラフ―質量分析計に注

入し、表１に示すそれぞれの農薬と内部標準物質とのフラグメントイオンのピー

ク高さ又はピーク面積の比を求め、下記５により作成した検量線から試験溶液中

のそれぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定する。 

 ただし、オリサストロビンの濃度は、代謝物である(５Ｚ)-オリサストロビンの

濃度も測定し、原体の濃度と(５Ｚ)-オリサストロビンの濃度を原体に換算した濃

度を合計して算定する。ジフェノコナゾール、シプロコナゾール及びホスチアゼ

ートは、それぞれ２つのピークに分かれるので、それぞれのピーク高さ又はピー

ク面積の合計値からそれぞれの農薬としての濃度を算定する。また、ジメチルビ

ンホス及びピリミノバックメチルは、Ｅ体とＺ体それぞれの濃度を合計してそれ

ぞれの農薬としての濃度を算定する。 

表１ 各農薬の濃度範囲及びフラグメントイオン 

農   薬   名 濃度範囲（mg／Ｌ） 

フラグメントイオン

（ｍ／ｚ） 

（イオン強度順） 

（中略） （中略） （中略） 

オリサストロビン 

(５Ｚ)-オリサストロビン 

0.0006～0.02 

0.0006～0.02 

116、205 

116、205 

（中略） （中略） （中略） 

 ※印は内部標準物質である。 

５ （略） 

(2) 分 析 

 上記(1)で得られた試験溶液の一定量をガスクロマトグラフ―質量分析計に注

入し、表１に示すそれぞれの農薬と内部標準物質とのフラグメントイオンのピー

ク高さ又はピーク面積の比を求め、下記５により作成した検量線から試験溶液中

のそれぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定する。 

 ただし、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール及びホスチアゼートは、それ

ぞれ２つのピークに分かれるので、それぞれのピーク高さ又はピーク面積の合計

値からそれぞれの農薬としての濃度を算定する。また、ジメチルビンホス及びピ

リミノバックメチルは、Ｅ体とＺ体それぞれの濃度を合計してそれぞれの農薬と

しての濃度を算定する。 

 

 

表１ 各農薬の濃度範囲及びフラグメントイオン 

農   薬   名 濃度範囲（mg／Ｌ） 

フラグメントイオン

（ｍ／ｚ） 

（イオン強度順） 

（中略） （中略） （中略） 

オリサストロビン 

 

0.0006～0.02 

 

116、205 

 

（中略） （中略） （中略） 

 ※印は内部標準物質である。 

５ （略） 

別添方法６～20 （略） 別添方法６～20 （略） 

別添方法 20 の２ 液体クロマトグラフ―質量分析計による一斉分析法 別添方法 20 の２ 液体クロマトグラフ―質量分析計による一斉分析法 



 

 

 ここでポジティブモードで対象とする農薬は、ＥＰＮ、アシベンゾラルＳメチ

ル、アセタミプリド、アセフェート、アゾキシストロビン、アトラジン、アニロ

ホス、アミトラズ、アメトリン、アラクロール、イソキサチオン、イソフェンホ

ス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラン（ＩＰＴ）、イプフェンカ

ルバゾン、イプロベンホス（ＩＢＰ）、イミダクロプリド、インダノファン、ウ

ニコナゾールＰ、エスプロカルブ、エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤ

Ｐ）、エトキシスルフロン、エトフェンプロックス、エトベンザニド、エトリジ

アゾール（エクロメゾール）、オキサジアルギル、オキサジクロメホン、オキサ

ミル、オリサストロビン、カズサホス、カフェンストロール、カルタップ、カル

バリル（ＮＡＣ）、カルプロパミド、カルボフラン、キザロホップエチル、キノ

クラミン（ＡＣＮ）、クミルロン、クロチアニジン、クロマフェノジド、クロメ

プロップ、クロルピリホス、クロルピリホスメチル、シアナジン、ジウロン（Ｄ

ＣＭＵ）、ジクロフェンチオン（ＥＣＰ）、ジクロメジン、ジクロルボス（ＤＤ

ＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シデュロン、シノス

ルフロン、ジノテフラン、ジフェノコナゾール、シプロコナゾール、シプロジニ

ル、シペルメトリン、シマジン（ＣＡＴ）、シメコナゾール、ジメタメトリン、

ジメチルビンホス、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、シラフルオフ

ェン、シンメチリン、ダイアジノン、ダイムロン、チアクロプリド、チアメトキ

サム、チオジカルブ、チオファネートメチル、チオベンカルブ、テトラクロルビ

ンホス（ＣＶＭＰ）、テトラコナゾール、テニルクロール、テブコナゾール、テ

ブフェノジド、テフリルトリオン、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリクロルホ

ン（ＤＥＰ）、トリシクラゾール、トリネキサパックエチル、トリフルミゾール、

トリフルラリン、トルクロホスメチル、トルフェンピラド、ナプロアニリド、ナ

プロパミド、ニテンピラム、パクロブトラゾール、ハロスルフロンメチル、ビフ

ェノックス、ピペロホス、ピメトロジン、ピラクロニル、ピラクロホス、ピラゾ

ここでポジティブモードで対象とする農薬は、ＥＰＮ、アシベンゾラルＳメチ

ル、アセタミプリド、アセフェート、アゾキシストロビン、アトラジン、アニロ

ホス、アミトラズ、アメトリン、アラクロール、イソキサチオン、イソフェンホ

ス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イソプロチオラン（ＩＰＴ）、イプロベンホ

ス（ＩＢＰ）、イミダクロプリド、インダノファン、ウニコナゾールＰ、エスプ

ロカルブ、エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトキシスルフロ

ン、エトフェンプロックス、エトベンザニド、エトリジアゾール（エクロメゾー

ル）、オキサジアルギル、オキサジクロメホン、オキサミル、オリサストロビン、

カズサホス、カフェンストロール、カルタップ、カルバリル（ＮＡＣ）、カルプ

ロパミド、カルボフラン、キザロホップエチル、キノクラミン（ＡＣＮ）、クミ

ルロン、クロチアニジン、クロマフェノジド、クロメプロップ、クロルピリホス、

クロルピリホスメチル、シアナジン、ジウロン（ＤＣＭＵ）、ジクロフェンチオ

ン（ＥＣＰ）、ジクロメジン、ジクロルボス（ＤＤＶＰ）、ジスルホトン（エチ

ルチオメトン）、ジチオピル、シデュロン、シノスルフロン、ジノテフラン、ジ

フェノコナゾール、シプロコナゾール、シプロジニル、シペルメトリン、シマジ

ン（ＣＡＴ）、シメコナゾール、ジメタメトリン、ジメチルビンホス、ジメトエ

ート、シメトリン、ジメピペレート、シラフルオフェン、シンメチリン、ダイア

ジノン、ダイムロン、チアクロプリド、チアメトキサム、チオジカルブ、チオフ

ァネートメチル、チオベンカルブ、テトラクロルビンホス（ＣＶＭＰ）、テトラ

コナゾール、テニルクロール、テブコナゾール、テブフェノジド、テフリルトリ

オン、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリクロルホン（ＤＥＰ）、トリシクラゾ

ール、トリネキサパックエチル、トリフルミゾール、トリフルラリン、トルクロ

ホスメチル、トルフェンピラド、ナプロアニリド、ナプロパミド、ニテンピラム、

パクロブトラゾール、ハロスルフロンメチル、ビフェノックス、ピペロホス、ピ

メトロジン、ピラクロニル、ピラクロホス、ピラゾキシフェン、ピラゾスルフロ



 

 

キシフェン、ピラゾスルフロンエチル、ピラゾリネート（ピラゾレート）、ピリ

ダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、ピリミノバックメチル、

ピリミホスメチル、ピロキロン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノキサニル、

フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、フェリムゾン、フェンチオン（ＭＰＰ）、フェン

トエート（ＰＡＰ）、フェントラザミド、ブタクロール、ブタミホス、ブプロフ

ェジン、フラザスルフロン、フラメトピル、フルアジホップ、フルトラニル、プ

レチラクロール、プロパホス、プロパルギット（ＢＰＰＳ）、プロピコナゾール、

プロポキスル（ＰＨＣ）、ブロマシル、プロメトリン、ブロモブチド、ベノミル、

ペルメトリン、ペンシクロン、ベンスリド（ＳＡＰ）、ベンスルフロンメチル、

ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ベンダイオカルブ、ペンディメタリン、

ペントキサゾン、ベンフラカルブ、ベンフルラリン（ベスロジン）、ベンフレセ

ート、ホキシム、ホサロン、ボスカリド、ホスチアゼート、マラチオン（マラソ

ン）、メソミル、メタミドホス、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メ

チルダイムロン、メトミノストロビン、メトラクロール、メトリブジン、メフェ

ナセット、メプロニル、モノクロトホス、モリネート及びリニュロンである。 

 ここでネガティブモードで対象とする農薬は、２，２―ＤＰＡ（ダラポン）、

２，４―Ｄ（２，４―ＰＡ）、ＭＣＰＡ、アシュラム、イナベンフィド、エチプ

ロール、クロロタロニル（ＴＰＮ）、シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジクロルプロッ

プ、ジフルベンズロン、チアジニル、チフルザミド、トリクロピル、フィプロニ

ル、フサライド、フルアジナム、フルスルファミド、プロシミドン、プロパニル

（ＤＣＰＡ）、プロピザミド、ベンタゾン、ホセチル及びメコプロップ（ＭＣＰ

Ｐ）である。 

ただし、ＥＰＮ、イソキサチオン、イソフェンホス、クロルピリホス、ダイアジ

ノン、トルクロホスメチル、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、ブタミホス及びマラ

チオン（マラソン）については、それぞれのオキソン体を測定する。オリサスト

ンエチル、ピラゾリネート（ピラゾレート）、ピリダフェンチオン、ピリブチカ

ルブ、ピリプロキシフェン、ピリミノバックメチル、ピリミホスメチル、ピロキ

ロン、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノキサニル、フェノブカルブ（ＢＰＭ

Ｃ）、フェリムゾン、フェンチオン（ＭＰＰ）、フェントエート（ＰＡＰ）、フ

ェントラザミド、ブタクロール、ブタミホス、ブプロフェジン、フラザスルフロ

ン、フラメトピル、フルアジホップ、フルトラニル、プレチラクロール、プロパ

ホス、プロパルギット（ＢＰＰＳ）、プロピコナゾール、プロポキスル（ＰＨＣ）、

ブロマシル、プロメトリン、ブロモブチド、ベノミル、ペルメトリン、ペンシク

ロン、ベンスリド（ＳＡＰ）、ベンスルフロンメチル、ベンゾビシクロン、ベン

ゾフェナップ、ベンダイオカルブ、ペンディメタリン、ペントキサゾン、ベンフ

ラカルブ、ベンフルラリン（ベスロジン）、ベンフレセート、ホキシム、ホサロ

ン、ボスカリド、ホスチアゼート、マラチオン（マラソン）、メソミル、メタミ

ドホス、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイムロン、メトミ

ノストロビン、メトラクロール、メトリブジン、メフェナセット、メプロニル、

モノクロトホス、モリネート及びリニュロンである。 

 ここでネガティブモードで対象とする農薬は、２，２―ＤＰＡ（ダラポン）、

２，４―Ｄ（２，４―ＰＡ）、ＭＣＰＡ、アシュラム、イナベンフィド、エチプ

ロール、クロロタロニル（ＴＰＮ）、シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジクロルプロッ

プ、ジフルベンズロン、チアジニル、チフルザミド、トリクロピル、フィプロニ

ル、フサライド、フルアジナム、フルスルファミド、プロシミドン、プロパニル

（ＤＣＰＡ）、プロピザミド、ベンタゾン、ホセチル及びメコプロップ（ＭＣＰ

Ｐ）である。 

ただし、ＥＰＮ、イソキサチオン、イソフェンホス、クロルピリホス、ダイアジ

ノン、トルクロホスメチル、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、ブタミホス及びマラ

チオン（マラソン）については、それぞれのオキソン体を測定する。カルタップ



 

 

ロビンは、代謝物である(５Ｚ)-オリサストロビンも測定する。カルタップは水中

でネライストキシンに変化することから、ネライストキシンを測定する。ジメチ

ルビンホス、ピリミノバックメチル及びフェリムゾンは、Ｅ体とＺ体をそれぞれ

測定する。メトミノストロビンは、Ｅ体のみを対象とする。フェンチオン（ＭＰ

Ｐ）については、その酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰ

Ｐオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンをそれぞ

れ測定する。ベノミルはメチル―２―ベンツイミダゾールカルバメート（ＭＢＣ）

に変化することから、メチル―２―ベンツイミダゾールカルバメート（ＭＢＣ）

として測定する。ペルメトリンは、シス及びトランスの異性体があるのでそれぞ

れ測定する。 

 １ 試 薬 

 (1)～(8) （略） 

 (9) 農薬標準原液 

  ２，２―ＤＰＡ（ダラポン）、２，４―Ｄ（２，４―ＰＡ）、ＥＰＮ、ＭＣ

ＰＡ、アシベンゾラルＳメチル、アシュラム、アセタミプリド、アセフェート、

アゾキシストロビン、アトラジン、アニロホス、アミトラズ、アメトリン、アラ

クロール、イソキサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イ

ソプロチオラン（ＩＰＴ）、イナベンフィド、イプフェンカルバゾン、イプロベ

ンホス（ＩＢＰ）、イミダクロプリド、インダノファン、ウニコナゾールＰ、エ

スプロカルブ、エチプロール、エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、

エトキシスルフロン、エトフェンプロックス、エトベンザニド、エトリジアゾー

ル（エクロメゾール）、オキサジアルギル、オキサジクロメホン、オキサミル、

オリサストロビン、(５Ｚ)-オリサストロビン、カズサホス、カフェンストロール、

カルバリル（ＮＡＣ）、カルプロパミド、カルボフラン、キザロホップエチル、

キノクラミン（ＡＣＮ）、クミルロン、クロチアニジン、クロマフェノジド、ク

は水中でネライストキシンに変化することから、ネライストキシンを測定する。

ジメチルビンホス、ピリミノバックメチル及びフェリムゾンは、Ｅ体とＺ体をそ

れぞれ測定する。メトミノストロビンは、Ｅ体のみを対象とする。フェンチオン

（ＭＰＰ）については、その酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、

ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンをそ

れぞれ測定する。ベノミルはメチル―２―ベンツイミダゾールカルバメート（Ｍ

ＢＣ）に変化することから、メチル―２―ベンツイミダゾールカルバメート（Ｍ

ＢＣ）として測定する。ペルメトリンは、シス及びトランスの異性体があるので

それぞれ測定する。 

 

 １ 試 薬 

 (1)～(8) （略） 

 (9) 農薬標準原液 

  ２，２―ＤＰＡ（ダラポン）、２，４―Ｄ（２，４―ＰＡ）、ＥＰＮ、ＭＣ

ＰＡ、アシベンゾラルＳメチル、アシュラム、アセタミプリド、アセフェート、

アゾキシストロビン、アトラジン、アニロホス、アミトラズ、アメトリン、アラ

クロール、イソキサチオン、イソフェンホス、イソプロカルブ（ＭＩＰＣ）、イ

ソプロチオラン（ＩＰＴ）、イナベンフィド、イプロベンホス（ＩＢＰ）、イミ

ダクロプリド、インダノファン、ウニコナゾールＰ、エスプロカルブ、エチプロ

ール、エディフェンホス（エジフェンホス、ＥＤＤＰ）、エトキシスルフロン、

エトフェンプロックス、エトベンザニド、エトリジアゾール（エクロメゾール）、

オキサジアルギル、オキサジクロメホン、オキサミル、オリサストロビン、カズ

サホス、カフェンストロール、カルバリル（ＮＡＣ）、カルプロパミド、カルボ

フラン、キザロホップエチル、キノクラミン（ＡＣＮ）、クミルロン、クロチア

ニジン、クロマフェノジド、クロメプロップ、クロルピリホス、クロルピリホス



 

 

ロメプロップ、クロルピリホス、クロルピリホスメチル、クロロタロニル（ＴＰ

Ｎ）、シアナジン、シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジウロン（ＤＣＭＵ）、ジクロフ

ェンチオン（ＥＣＰ）、ジクロメジン、ジクロルプロップ、ジクロルボス（ＤＤ

ＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジチオピル、シデュロン、シノス

ルフロン、ジノテフラン、ジフェノコナゾール、ジフルベンズロン、シプロコナ

ゾール、シプロジニル、シペルメトリン、シマジン（ＣＡＴ）、シメコナゾール、

ジメタメトリン、（Ｅ）―ジメチルビンホス、（Ｚ）―ジメチルビンホス、ジメ

トエート、シメトリン、ジメピペレート、シラフルオフェン、シンメチリン、ダ

イアジノン、ダイムロン、チアクロプリド、チアジニル、チアメトキサム、チオ

ジカルブ、チオファネートメチル、チオベンカルブ、チフルザミド、テトラクロ

ルビンホス（ＣＶＭＰ）、テトラコナゾール、テニルクロール、テブコナゾール、

テブフェノジド、テフリルトリオン、テルブカルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリクロピ

ル、トリクロルホン（ＤＥＰ）、トリシクラゾール、トリネキサパックエチル、

トリフルミゾール、トリフルラリン、トルクロホスメチル、トルフェンピラド、

ナプロアニリド、ナプロパミド、ニテンピラム、ネライストキシン、パクロブト

ラゾール、ハロスルフロンメチル、ビフェノックス、ピペロホス、ピメトロジン、

ピラクロニル、ピラクロホス、ピラゾキシフェン、ピラゾスルフロンエチル、ピ

ラゾリネート（ピラゾレート）、ピリダフェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプ

ロキシフェン、（Ｅ）―ピリミノバックメチル、（Ｚ）―ピリミノバックメチル、

ピリミホスメチル、ピロキロン、フィプロニル、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、

フェノキサニル、フェノブカルブ（ＢＰＭＣ）、（Ｅ）―フェリムゾン、（Ｚ）

―フェリムゾン、フェンチオン（ＭＰＰ）、フェントエート（ＰＡＰ）、フェン

トラザミド、フサライド、ブタクロール、ブタミホス、ブプロフェジン、フラザ

スルフロン、フラメトピル、フルアジナム、フルアジホップ、フルスルファミド、

フルトラニル、プレチラクロール、プロシミドン、プロパニル（ＤＣＰＡ）、プ

メチル、クロロタロニル（ＴＰＮ）、シアナジン、シアノホス（ＣＹＡＰ）、ジ

ウロン（ＤＣＭＵ）、ジクロフェンチオン（ＥＣＰ）、ジクロメジン、ジクロル

プロップ、ジクロルボス（ＤＤＶＰ）、ジスルホトン（エチルチオメトン）、ジ

チオピル、シデュロン、シノスルフロン、ジノテフラン、ジフェノコナゾール、

ジフルベンズロン、シプロコナゾール、シプロジニル、シペルメトリン、シマジ

ン（ＣＡＴ）、シメコナゾール、ジメタメトリン、（Ｅ）―ジメチルビンホス、

（Ｚ）―ジメチルビンホス、ジメトエート、シメトリン、ジメピペレート、シラ

フルオフェン、シンメチリン、ダイアジノン、ダイムロン、チアクロプリド、チ

アジニル、チアメトキサム、チオジカルブ、チオファネートメチル、チオベンカ

ルブ、チフルザミド、テトラクロルビンホス（ＣＶＭＰ）、テトラコナゾール、

テニルクロール、テブコナゾール、テブフェノジド、テフリルトリオン、テルブ

カルブ（ＭＢＰＭＣ）、トリクロピル、トリクロルホン（ＤＥＰ）、トリシクラ

ゾール、トリネキサパックエチル、トリフルミゾール、トリフルラリン、トルク

ロホスメチル、トルフェンピラド、ナプロアニリド、ナプロパミド、ニテンピラ

ム、ネライストキシン、パクロブトラゾール、ハロスルフロンメチル、ビフェノ

ックス、ピペロホス、ピメトロジン、ピラクロニル、ピラクロホス、ピラゾキシ

フェン、ピラゾスルフロンエチル、ピラゾリネート（ピラゾレート）、ピリダフ

ェンチオン、ピリブチカルブ、ピリプロキシフェン、（Ｅ）―ピリミノバックメ

チル、（Ｚ）―ピリミノバックメチル、ピリミホスメチル、ピロキロン、フィプ

ロニル、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、フェノキサニル、フェノブカルブ（ＢＰ

ＭＣ）、（Ｅ）―フェリムゾン、（Ｚ）―フェリムゾン、フェンチオン（ＭＰＰ）、

フェントエート（ＰＡＰ）、フェントラザミド、フサライド、ブタクロール、ブ

タミホス、ブプロフェジン、フラザスルフロン、フラメトピル、フルアジナム、

フルアジホップ、フルスルファミド、フルトラニル、プレチラクロール、プロシ

ミドン、プロパニル（ＤＣＰＡ）、プロパホス、プロパルギット（ＢＰＰＳ）、



ロパホス、プロパルギット（ＢＰＰＳ）、プロピコナゾール、プロピザミド、プ

ロポキスル（ＰＨＣ）、ブロマシル、プロメトリン、ブロモブチド、シス―ペル

メトリン、トランス―ペルメトリン、ペンシクロン、ベンスリド（ＳＡＰ）、ベ

ンスルフロンメチル、ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ベンダイオカルブ、

ベンタゾン、ペンディメタリン、ペントキサゾン、ベンフラカルブ、ベンフルラ

リン（ベスロジン）、ベンフレセート、ホキシム、ホサロン、ボスカリド、ホス

チアゼート、ホセチル、マラチオン（マラソン）、メコプロップ（ＭＣＰＰ）、

メソミル、メタミドホス、メタラキシル、メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダ

イムロン、メトミノストロビン、メトラクロール、メトリブジン、メフェナセッ

ト、メプロニル、モノクロトホス、モリネート、リニュロン、ＥＰＮオキソン、

イソキサチオンオキソン、イソフェンホスオキソン、クロルピリホスオキソン、

ダイアジノンオキソン、トルクロホスメチルオキソン、フェニトロチオンオキソ

ン、ブタミホスオキソン、マラオキソン、ＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、

ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド、ＭＰＰオキソンスルホンそれぞ

れ 100mg を別々のメスフラスコに採り、それぞれをアセトニトリル又はメチルア

ルコールに溶かして 100ml としたもの

これらの溶液１ml は、それぞれの農薬を１mg 含む。

これらの溶液は、冷凍保存する。

(10)・(11) （略）

２～３ （略） 

４ 試験操作 

(1) （略）

(2) 分 析

 上記(1)で得られた試験溶液の一定量を液体クロマトグラフ―質量分析計に注

入し、ポジティブモードは表１に示すそれぞれの農薬のモニターイオンのピーク

プロピコナゾール、プロピザミド、プロポキスル（ＰＨＣ）、ブロマシル、プロ

メトリン、ブロモブチド、シス―ペルメトリン、トランス―ペルメトリン、ペン

シクロン、ベンスリド（ＳＡＰ）、ベンスルフロンメチル、ベンゾビシクロン、

ベンゾフェナップ、ベンダイオカルブ、ベンタゾン、ペンディメタリン、ペント

キサゾン、ベンフラカルブ、ベンフルラリン（ベスロジン）、ベンフレセート、

ホキシム、ホサロン、ボスカリド、ホスチアゼート、ホセチル、マラチオン（マ

ラソン）、メコプロップ（ＭＣＰＰ）、メソミル、メタミドホス、メタラキシル、

メチダチオン（ＤＭＴＰ）、メチルダイムロン、メトミノストロビン、メトラク

ロール、メトリブジン、メフェナセット、メプロニル、モノクロトホス、モリネ

ート、リニュロン、ＥＰＮオキソン、イソキサチオンオキソン、イソフェンホス

オキソン、クロルピリホスオキソン、ダイアジノンオキソン、トルクロホスメチ

ルオキソン、フェニトロチオンオキソン、ブタミホスオキソン、マラオキソン、

ＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホ

キシド、ＭＰＰオキソンスルホンそれぞれ 100mg を別々のメスフラスコに採り、

それぞれをアセトニトリル又はメチルアルコールに溶かして 100ml としたもの 

これらの溶液１ml は、それぞれの農薬を１mg 含む。 

これらの溶液は、冷凍保存する。 

(10)・(11) （略）

２～３ （略） 

４ 試験操作 

(1) （略）

(2) 分 析

 上記(1)で得られた試験溶液の一定量を液体クロマトグラフ―質量分析計に注

入し、ポジティブモードは表１に示すそれぞれの農薬のモニターイオンのピーク



高さ又はピーク面積を求め、下記５により作成した検量線から試験溶液中のそれ

ぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定する。 

 ただし、ＥＰＮ、イソキサチオン、イソフェンホス、クロルピリホス、ダイア

ジノン、トルクロホスメチル、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、ブタミホス及びマ

ラチオン（マラソン）については、当該オキソン体の濃度を原体に換算し、その

濃度を合計してそれぞれの濃度を算定する。オリサストロビンの濃度は、代謝物

である(５Ｚ)-オリサストロビンの濃度も測定し、原体の濃度と(５Ｚ)-オリサス

トロビンの濃度を原体に換算した濃度を合計して算定する。シデュロン、ジフェ

ノコナゾール、シプロコナゾール、シペルメトリン、プロパルギット（BPPS）及

びプロピコナゾールは、２つのピークに分かれるので、それぞれのピーク高さ又

はピーク面積の合計値から濃度を算定する。ジメチルビンホス、ピリミノバック

メチル及びフェリムゾンは、Ｅ体とＺ体それぞれの濃度を合計してジメチルビン

ホス、ピリミノバックメチル及びフェリムゾンとしての濃度を算定する。ネライ

ストキシンは、カルタップに換算し、カルタップとしての濃度を算定する。フェ

ンチオン（ＭＰＰ）は、その酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、

ＭＰＰオキソン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンのそ

れぞれの濃度を原体に換算し、それらの濃度と原体濃度とを合計してフェンチオ

ン（ＭＰＰ）としての濃度を算定する。メチル―２―ベンツイミダゾールカルバ

メート（ＭＢＣ）は、ベノミルに換算し、ベノミルとしての濃度を算定する。ペ

ルメトリンは、シス体及びトランス体のそれぞれの濃度を合計してペルメトリン

としての濃度を算定する。 

また、ネガティブモードは表２に示すそれぞれの農薬のモニターイオンのピー

ク高さ又はピーク面積を求め、下記５により作成した検量線から試験溶液中のそ

れぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定する。 

表１ ポジティブモードのモニターイオンの例及び濃度範囲 

高さ又はピーク面積を求め、下記５により作成した検量線から試験溶液中のそれ

ぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定する。 

 ただし、ＥＰＮ、イソキサチオン、イソフェンホス、クロルピリホス、ダイア

ジノン、トルクロホスメチル、フェニトロチオン（ＭＥＰ）、ブタミホス及びマ

ラチオン（マラソン）については、当該オキソン体の濃度を原体に換算し、その

濃度を合計してそれぞれの濃度を算定する。シデュロン、ジフェノコナゾール、

シプロコナゾール、シペルメトリン、プロパルギット（BPPS）及びプロピコナゾ

ールは、２つのピークに分かれるので、それぞれのピーク高さ又はピーク面積の

合計値から濃度を算定する。ジメチルビンホス、ピリミノバックメチル及びフェ

リムゾンは、Ｅ体とＺ体それぞれの濃度を合計してジメチルビンホス、ピリミノ

バックメチル及びフェリムゾンとしての濃度を算定する。ネライストキシンは、

カルタップに換算し、カルタップとしての濃度を算定する。フェンチオン（ＭＰ

Ｐ）は、その酸化物であるＭＰＰスルホキシド、ＭＰＰスルホン、ＭＰＰオキソ

ン、ＭＰＰオキソンスルホキシド及びＭＰＰオキソンスルホンのそれぞれの濃度

を原体に換算し、それらの濃度と原体濃度とを合計してフェンチオン（ＭＰＰ）

としての濃度を算定する。メチル―２―ベンツイミダゾールカルバメート（ＭＢ

Ｃ）は、ベノミルに換算し、ベノミルとしての濃度を算定する。ペルメトリンは、

シス体及びトランス体のそれぞれの濃度を合計してペルメトリンとしての濃度を

算定する。 

また、ネガティブモードは表２に示すそれぞれの農薬のモニターイオンのピー

ク高さ又はピーク面積を求め、下記５により作成した検量線から試験溶液中のそ

れぞれの農薬の濃度を求め、検水中のそれぞれの農薬の濃度を算定する。 

表１ ポジティブモードのモニターイオンの例及び濃度範囲 



農 薬 名 
濃度範囲 

（mg／Ｌ） 

プリカー

サイオン

（ｍ／ｚ） 

プロダクトイ

オン※１（ｍ／

ｚ） 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

イプフェンカルバゾン 0.00001～0.0003 427、429 198、156 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

オリサストロビン 

(５Ｚ)-オリサストロ

ビン 

0.0003～0.03 

0.0003～0.03 

392 

392 

205、116 

205、116 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

シペルメトリン 0.0003～0.03 433 191、416 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

※１～※３ （略）

（中略） 

５ （略） 

農 薬 名 
濃度範囲 

（mg／Ｌ） 

プリカー

サイオン

（ｍ／ｚ） 

プロダクトイ

オン※１（ｍ／

ｚ） 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

（新設） 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

オリサストロビン 0.0003～0.03 392 205、116 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

シペルメトリン 0.001～0.03 433 191、416 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

※１～※３ （略）

（中略） 

５ （略） 

別添方法 21～25 （略） 別添方法 21～25 （略） 

別紙１ （略） 別紙１ （略） 

別紙２ 農薬類（水質管理目標設定項目 15）の測定精度 

（中略） 

農 薬 名 

目標値 

（mg／

Ｌ） 

検 査 方 法 
定量下限値 

（mg／Ｌ） 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

イプフェンカルバゾン 0.002 ＬＣ―ＭＳ法（Ｐ） 0.00001 

別紙２ 農薬類（水質管理目標設定項目 15）の測定精度 

（中略） 

農 薬 名 

目標値 

（mg／

Ｌ） 

検 査 方 法 
定量下限値 

（mg／Ｌ） 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

（新設） 



イプロジオン 0.3 固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

固相抽出―ＨＰＬＣ法：参考

（注３） 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法

（Ｐ）：参考（注３） 

0.00002 

0.001 

0.0001 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

カルバリル（ＮＡＣ） 0.02 固相抽出―ＨＰＬＣ法：参考 

ＨＰＬＣ―ポストカラム法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法

（Ｐ） 

ＬＣ―ＭＳ法（Ｐ） 

0.0005＊ 

0.0001 

0.00002 

0.0003 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

シペルメトリン 0.06 ＬＣ―ＭＳ法（Ｐ） 0.0003 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

プロベナゾール 0.03 固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法

（Ｐ） 

0.0001 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

メタラキシル 0.2 固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法（Ｐ） 

0.00005 

0.0003 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

（注１）・（注２） （略） 

（注３）原体のみの測定に限った検査方法を記載。 

イプロジオン 0.3 固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

固相抽出―ＨＰＬＣ法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法

（Ｐ） 

0.00002 

0.001 

0.0001 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

カルバリル（ＮＡＣ） 0.05 固相抽出―ＨＰＬＣ法 

ＨＰＬＣ―ポストカラム法 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法

（Ｐ） 

ＬＣ―ＭＳ法（Ｐ） 

0.0005 

0.0001 

0.00002 

0.0003 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

シペルメトリン 0.1 ＬＣ―ＭＳ法（Ｐ） 0.001 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

プロベナゾール 0.05 固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法

（Ｐ） 

0.0001 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

メタラキシル 0.06 固相抽出―ＧＣ―ＭＳ法 

ＬＣ―ＭＳ法（Ｐ） 

0.00005 

0.0003 

（中略） （中略） （中略） （中略） 

（注１）・（注２） （略） 

別紙３ （略） 別紙３ （略） 


